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１．緒言

近年、我が国では科学コミュニケーションや環境教

育への関心が高まっている。各地の大学では科学コミュ

ニケーターや科学ジャーナリストの養成プログラムだ

けでなく、理系学生を対象とした科学コミュニケーショ

ン教育も行われている（都築・鈴木，2009；都築ら，

2011a）。一方、環境教育の領域では、国外で開発さ

れたパッケージ化された参加体験型の教育プログラム

が以前から国内導入されている。代表的なものとして

は、ネイチャーゲーム、ProjectLearningTree（プロ

ジェクト・ラーニング・ツリー）、ProjectWILD（プ

ロジェクト・ワイルド）、ProjectWET（プロジェク

ト・ウエット）、GEMS（GreatExplorationsinMath

andScience：ジェムス）、MARE（MarineActivities,

Resources&Education：マーレ）、OBIS（Outdoor

BiologyInstructionalStrategies：オービス）などが知

られ、全国各地で実践や指導者養成が行なわれている

（阿部，1996；財団法人日本生態系協会，2001；社団

法人日本ネイチャーゲーム協会・体験型環境教育研究

会，2007；都築・鈴木，2007；岡部ら，2007；大鹿，

2010）。

これらのうち、GEMS、MARE、OBISは、いずれ

も米国カリフォルニア大学バークレー校付属のローレ

ンス科学教育館（LawrenceHallofScience：図1）で

開発されたものである。ローレンス科学教育館は、

1968年に設立された科学教育研究所であり、一般に

開放される科学館機能も持つ（鈴木,1997）。設立以来、

数多くの科学数学教育プログラムを開発して国内外で

普及するほか、現職教員向けの研修等を提供している。
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Abstract

COSIA（CommunicatingOceanSciencestoInformalAudiences）isoneoftwoversionsin・Communicating
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ローレンス科学教育館は、開発した教材類はすべて文

書化して外部に普及することを基本方針としており、

これまでに開発・普及された教育プログラム・カリキュ

ラムには、EQUALS& FAMILY MATH、FOSS

（FullOptionScienceSystem）、GEMS、MARE、

SEPUP（ScienceEducationforPublicUnderstanding

Program）等がある（原田・渡辺，2009；都築ら，

2011b）。なお、「LawrenceHallofScience」の日本

語表記については、先行文献において「ローレンス・

ホール・オブ・サイエンス」、「ローレンス科学館」、

「LawrenceHallofScience」等、さまざまな形で表記

されてきた（鈴木，1997；都築・鈴木，2007；原田・

渡辺，2009；佐々木，2009，2011）。本稿では、共著

者であるストラングとハルバーセンとの協議を踏まえ、

同施設の機能（教育研究所であり、教材開発センター

であり、科学館でもある）を適切に伝えることを目的

として「ローレンス科学教育館」とした。

我が国では、2007年4月、経済社会の健全な発展

及び国民生活の安定向上を図るとともに海洋と人類の

共生に貢献することを目的とした「海洋基本法」が施

行された。その第28条（海洋に関する国民の理解の

増進等）では、学校教育及び社会教育における海洋に

関する教育の推進とそれらの活動に携わる人材の養成

の必要性が明記されている。しかしながら、国内にお

ける「海」を題材とした教育プログラム・カリキュラ

ムは、他の環境教育・科学教育プログラムに比べると

依然として少ないのが現状である（特定非営利活動法

人 海ロマン21，2009）。

一方、先に挙げたローレンス科学教育館では、

「MARE」や「海洋科学コミュニケーション実践講座

（CommunicatingOceanScience:COS）」などの海洋

科学教育プログラム・カリキュラムが開発・展開され

ており（Halversen&Tran,2010）、先行事例として

興味深いものとなっている。「MARE」は、海をテー

マとした参加体験型の自然科学・環境教育プログラム

で、幼稚園児から中学2年生程度を対象に学年別（年

齢別）に開発され、池・砂浜・磯・海洋や海洋生物、

環境問題などをテーマにして科学的な知識や手法、考

え方を学ぶ内容になっている。

特定非営利活動法人 海の自然史研究所は、カリフォ

ルニア大学との契約に基づき、2005年よりMAREの

翻訳・日本における普及を進め（Imamiya&Strang，

2008；平井ら，2011）、2008年より「海洋科学コミュ

ニケーション実践講座（COS）」の日本語版テキスト

の編纂を進めている。この「海洋科学コミュニケーショ

ン実践講座」には、「COStoK-12Audiences」と

「COStoInformalAudiences:COSIA（コシア）」と

いう2つの講座がある。海洋科学コミュニケーション

実践講座（COS）については、佐々木（2009；2011）

によって部分的に紹介されているものの、その詳細な

内容には触れられておらず、当時の内容はその後大幅

に改訂されている。本稿では、両講座のうち先行して

翻訳を行った「COSIA」について、その概要を紹介

し、日本語版テキストの編纂過程を報告する。

２．COSIAの概要

ここでは、ローレンス科学教育館で開発された「海

洋科学コミュニケーション実践講座（COSIA）」につ

いて、（1）COSIAとその開発背景、（2）カリキュラ

ム構成、（3）講師用テキストの構成と内容、（4）

COSIAの普及体制と指導者養成研修、について述べ

る。なお、COSIAの講師用テキストは、2007年の初

版完成後、毎年様々な変更が加えられながら2010年

に大幅な改訂が行なわれており、現在のものは開発当

初とは大幅に変更されている。以下に述べる内容は、

2011年9月30日時点での情報を基にしている。

2－1.COSIAとその開発背景

藤田喜久・都築章子・今宮則子・平井和也・クレッグ・ストラング・キャサリン・ハルバーセン・平賀伸夫
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図1．米国カリフォルニア大学ローレンス科学教育館の外観



COSIAは、ローレンス科学教育館やスクリプス海

洋学研究所など5機関からなる「COSEE-CA:Center

forOceanScienceEducationExcellenceCalifornia」

が全米科学財団の助成を受けて開発した海洋科学コミュ

ニケーション実践講座 （Communicating Ocean

Science:COS）のひとつである。海洋科学コミュニケー

ション実践講座（COS）には、「CommunicatingOcean

SciencestoK-12Audiences」と「Communicating

OceanSciencestoInformalAudiences」という2つ

の講座が含まれており、前者の略称が「COS-K12」、

後者の略称が「COSIA（コシア）」である。いずれの

講座もCOSEE-CAの本部であるローレンス科学教育

館とカリフォルニア大学バークレー校（UCB）に所

属する科学者と科学教育の専門家により開発された。

両講座ともに、海洋に関連のある科学を専攻する学

部生や大学院生などを主な対象とし、「探究」を重視

する科学教育の教授法や教育論を学ばせ、彼らの知識

や研究を社会に伝えるコミュニケーションスキルの習

得を目指す講座である。「COS-K12」では、米国の

初等中等教育（幼稚園年長児～高校3年生まで）の場

で海洋科学を伝えるコミュニケーションスキルの習得

を、「COSIA」では、科学館や水族館などの「インフォー

マルな学習の場（＝学校教育外の教育の場：田中ら，

2009）」における科学コミュニケーション実践能力の

育成を目指しており、対象の違いに対応したカリキュ

ラム構成になっている。また、本講座は、カリフォル

ニア大学以外の他大学でも開講できるようになってお

り、ローレンス科学教育館において、講座を開講する

ための指導者養成研修がおこなわれている。

一方、近年では、COSの更なる普及と発展のため

に、COSに関わるエデュケーター（教育者）や科学

者がオンラインで学習用資料の入手や情報交換を行な

う「COS-RoP.net（CommunicatingOceanSciences-

ReflectingonPractice）」の開発も進められている。

また、太平洋域の海に関する伝統知識を伝えようとす

るハワイ大学のプロジェクト「POLYPPS」と連携し

て内容に変更を加えた「COS-TK（Communicating

OceanSciences-TraditionalKnowledge）」も開発され

ている。

COSIAは、「COSIANetwork」として協働関係に

ある 6大学 （Hampton University,Oregon State

University,RutgersUniversity,UniversityofCalifornia

Berkeley,University ofCalifornia San Diego、

UniversityofSouthernCalifornia）および海洋関連

施設（水族館や科学館など）によるフィールドテスト

が行われており（Halversen&Tran,2010）、ローレ

ンス科学教育館のスタッフ、研究者、他大学の教員、

インフォーマルエデュケーターらによる連携プロジェ

クトとして現在も各地で実践が行われるとともに、プ

ロジェクトに参加する各機関の人々によって、実践に

関する情報の共有や、実践をふまえたテキストの改訂

が継続している。このように、専門領域や研究・教育

機関の枠組みを超えた協働関係によって開発・普及が

進められていることはCOSIAの大きな特徴であり、

日本における海洋教育プログラム開発に際して多いに

参考になる事例であると思われる。

2－2.カリキュラム構成

COSIAは、大学や大学院において、半期全10回

のセッションで行う講座として開講されており、教室

での講義とワークショップ、科学館や水族館などでの

アウトリーチ実習で構成されている。全体のカリキュ

ラムとしては、表1に示すように、科学の本質と実践、

教授・学習理論、アクティビティ（本講座では、科学

や教育に関わる概念や内容を学ぶために、作文、実験、

議論、発表などさまざまな活動を組み合わせて設計し

た一連の活動を「アクティビティ」と呼ぶ）のデザイ

ン、学習者の探究を促す質問の仕方、インクルーシブ

な学習環境への配慮、評価のあり方について学ぶ内容

となっている。

各セッションの進行は、セッション毎に異なるが、

概ね次の内容が含まれる：（1）いわゆる「ブレインス

米国ローレンス科学教育館で開発された COSIA（海洋科学コミュニケーション実践講座）の概要と日本語版テキストの編纂過程
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表1．COSIAのセッションタイトル（2011年9月30日時点）

セッション 日本語タイトル 原文タイトル

1 海洋科学を伝える－イントロダクション CommunicatingOceanSciences-Introduction

2 科学の本質と実践 NatureandPracticesofScience

3 教授と学習 TeachingandLearning

4 アクティビティをデザインする DesigninganActivity

5 知識を構成し理解を深める ConstructingKnowledge,BuildingUnderstanding

6 会話と質問 ConversationandQuestions

7 インクルーシブ（包括的）な学習環境 CreatinganInclusiveLearningEnvironment

8 探究する心、ディスカッションを進める InquiringMindsandPromotingDiscussion

9 教授における「物」の役割 ObjectsinTeaching

10 評価と振り返り Assessment&Reflections



トーミング（COSIAでは“クイック・ライティング”

や“ソート・スワップ”と呼ばれる特別な手法が用い

られる）」によって各セッションで学ぶ事項に関わる

既有知識を共有する、（2）様々な参加体験型のアクティ

ビティを実施し、各セッションで学ぶ事項についての

理解とさらなる議論を深める、（3）各セッションで学

ぶべき学習事項の概念や教育理論などを解説し、さら

に議論する。また、各セッションの実施必要時間は、

2時間55分～3時間（休憩を含む）となっている。

以下に、各セッションの構成内容の詳細を示す。な

お、以下で用いる「受講者」とは、COSIAカリキュラ

ムの受講生（海洋科学を専攻する学部生や大学院生な

ど）を、「学習者」とはインフォーマルな学習場面（水

族館や博物館など）で海洋科学を学ぶ人々を、「エデュ

ケーター（教育者）」とはインフォーマルな学習の場に

おいて教育者的役割を果たす人、とそれぞれ定義する。

1）セッション1：海洋科学を伝えるイントロダク

ション

本講座で取り上げる海洋科学の概念や、効果

的に海洋科学を伝えられる人材が必要とされて

いることついて学ぶ。また、「インフォーマル

な学習の場での学び」を構成する事例について

簡単に紹介し、今後 10～15週間にわたって行

う本講座の内容、インフォーマルな科学教育機

関での学びの概要、人々が科学の内容や実践を

学ぶ際に手助けをする重要な役割の概要につい

て学ぶ。

2）セッション2：科学の本質と実践

科学の本質（NatureofScience）と科学の実

践（科学のプロセスや社会との関わり）につい

て学ぶ内容になっている。受講者は、科学のプ

ロセスを学ぶ「ミステリーチューブ」と、科学

の本質について議論するための「科学に関する

記述の分類」の2つのアクティビティを通して

自らの科学観を振り返り、科学者やエデュケー

ター（教育者）として、子どもたちや一般の人々

に科学の本質とその重要性について理解を深め

させるにはどうすれば良いかを考える。

3）セッション3：教授と学習

人の学び方や人の学び方のモデルが、教え方

やコミュニケーションの仕方にどう影響するの

かを考える内容となっている。受講者は、「密

度」と「塩分」の概念について教えるための異

なる4つのアプローチを体験し、それぞれ学習

者の関心や概念理解にどのような影響を及ぼす

かについて話し合う。また、教授アプローチの

活用の仕方によって関心や概念理解が高まるこ

とを整理し、ローレンス科学教育館で活用され

ている学習デザインモデルである「ラーニング

サイクル（LearningCycle）」を学ぶ。

4）セッション4：アクティビティをデザインする

これまでのセッションで学んだラーニングサ

イクルや効果的な指導方法などを応用して、受

講者が2人1組でアクティビティの開発を進め

る。ここでは、受講者が「COSIAアクティビ

ティデザインの手引き」と名付けられた「ひな

型」を用いて、学習者が一つの科学概念につい

てある程度理解できるようなアクティビティを

デザインする。

5）セッション5：知識を構成し理解を深める

学習に関する構成主義的な捉え方を紹介する。

受講者自らが学習者としてアクティビティを体

験し、学習者が自分を取り巻く世界についてど

のように知識を構成していくのか、また、学習

者が理解を深めていくときに、事前に持ってい

る知識はどのような役割を果たすのか、さらに

こうしたことが、教え方にどのような示唆をも

たらすのかについて取り上げ、構成主義と既有

知識に関する研究知見をエデュケーターとして

の自分の役割に応用させる。

6）セッション6：会話と質問

会話と質問に注目し、学習者が学び、考えや

概念の意味を理解するのを促すうえで会話と質

問が果たす役割について掘り下げる。受講者は、

エデュケーター（教育者）と学習者の典型的な

やりとりを描いた3つの寸劇を体験し、エデュ

ケーターの振る舞いによって学習者に与える影

響がどう変わるかを議論する。

7）セッション7：インクルーシブ（包括的）な学

習環境

インフォーマルな学習環境における学習者の

ニーズへの対応のあり方を取り上げる内容となっ

ている。受講者が、異なる言語を用いる学習者

を想定したアクティビティを体験することや、

障害を持つ学習者に対する指導方法を学ぶ。こ

れらの体験を通じ、人々の間に存在する違い

（人種・言語・文化・国籍・ジェンダーなど）

や他の視点について意識し、インクルージョン

（あらゆる学習者が質の高い科学と数学の指導

を受けられる方法を開発する取り組み）につい

て考える。

8）セッション8：探究する心、ディスカッション

を進める

インフォーマルな学習の場でおこなう探究の

概要を紹介する内容となっており、大きく2つ

の構成となっている。前半は、受講者が、探究

藤田喜久・都築章子・今宮則子・平井和也・クレッグ・ストラング・キャサリン・ハルバーセン・平賀伸夫
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を中心とするアクティビティを体験し、その後

に博物館を訪れ、職員（エデュケーター）がど

のように来館者に探究を促しているのかに注目

して、エデュケーターと来館者のやりとりを観

察する。後半はエデュケーターと学習者のやり

とりについての5つの実例を体験し、多様な疑

問への対応の仕方や探究を促すための受け答え

方について学ぶ。

9）セッション9：教授における「物」の役割

インフォーマルな学習の場における「物」の

利用について探り、会話や相互作用における物

の役割について考える。受講者が4種類の「物」

を使って1つの科学的内容を伝えるアクティビ

ティを考案し、実施することを通じて、インフォー

マルな学習の場でよく使われるさまざまな「物」

がどのように利用され、学習を支えているかを

探る。

10）セッション10：評価と振り返り

受講者がデザインしたアクティビティをイン

フォーマルな学習の場で実演し、その様子を受

講者同士で観察して相互に評価する。

2－3.講師用テキストの構成と内容

COSIAの講師用テキストは、次項で紹介する指導

者養成講座を受講することで入手できる。また、

COSIAのウェブサイトからダウンロードして入手す

ることも可能である。COSIA講師用テキストは、セッ

ション1からセッション10までのそれぞれについて、

表2に示した目次だてでまとめられている。

講師用テキストは、各セッションを実施するために

高度にマニュアル化されている。必要な資料や材料、

進行の時間配分、さらにはスライド映写や資料配布の

タイミングまで詳細に書かれており、講座の進行に大

変便利である。また、各セッションの本文末には講師

が講座を受講する学生に配布する資料やワークシート

などもまとめてあり、「材料の準備」の項を見て、事

前に必要な部数をコピーできるようになっている。特

筆すべきは、「講師向け背景情報（表2を参照）」で、

当該分野に関係する研究知見や文献のレビューがなさ

れており、講師の手元資料として有用であるばかりで

なく、資料的価値も極めて高いものとなっている。

2－4.COSIAの普及体制と指導者養成研修

COSIAは、他大学でも講座が開講できるよう、大

学教員らを対象に2.5日間の指導者養成研修がおこな

われており、研修受講者には教材一式が提供される。

現在、本講座を開講あるいは一部活用している大学は

米国内外で28校に及ぶ。各大学では、毎年10～12名

の学生が同講座を受講しており、カリフォルニア大学

バークレー校でも毎年35～40名程度の学生が本講座

を受講している。Halversen& Tran（2010）による

と、これまでに同講座の受講生の総数は約1,200名に

および、現在ではさらに増えて 1,800～2,000名程度

と見積もられている。

最も新しい COSIA指導者養成研修は、2010年 6

月7～9日に実施された。表3にローレンス科学教育
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表2．COSIA講師用テキストにおける各セッションの構成内容

項目（日本語） 項目（原文） 内容

はじめに Overview セッションの目的と内容の概要が記述されている

講師向け背景情報 BackgroundInformationforthePresenter 講師の手元資料として当該分野に関連する研究知見

がレビューされている

セッションの目標 SessionObjectives 学習目標が箇条書きにされている

セッションの概要 SessionActivitiesataGlance 進行内容や講師への注意事項等が記述されている

時間配分 TimeFrame セッションを進めるための時間配分が箇条書きされ

ている

必要なもの MaterialsNeeded 当該セッションの実施のために必要な講義用資料や

材料などの一覧が掲載されている

材料の準備 PreparationofMaterials セッションの実施のために必要な講義用資料や材料

の入手や作成手法が詳細に記述されている

講師用ガイド

－セッションの詳細

Instructor・sGuide-SessionDetails セッションを実施する際の具体的な進行手順や発問

例などが詳細に記述されている

宿題 Homework 次回（以降）の講義時までの学習課題や購読課題が

記述されている

配布資料・ワーク

シート・スライド

当該セッションの実施時に使用する配布資料（ワー

クシートなど）、OHPやスライド資料、その

他参考資料などが付録しており、コピーして使

用できる



館から提供されたCOSIA指導者養成研修のスケジュー

ルを示す。この事例では、COSIA全10セッション

の内、セッション1（海洋科学を伝える-イントロダ

クション）とセッション10（評価と振り返り）を除

くすべてのセッションが取り上げられている。ただし、

各セッションの実施必要時間は、本来は2時間55分

～3時間であることから、内容を一部変更・短縮して

行なわれている。

著者ら（藤田・今宮・平井）は、2006年6月5～6

日にローレンス科学教育館で開講されたCOSIAの指

導者養成研修に参加する機会を得た（図2）。COSIA

は公式には2007年に初版の完成となっており、著者

らが参加した指導者養成研修は現在の内容とはやや異

なる試行的な内容となっているものの、その概要を以

下に示したい。2006年の指導者養成研修は、全2日

間の日程になっており、両日ともに8:30～17:00の時

間で実施された。当時のテキストは全11セッション

から構成されていたが、各セッションの講習は、初日

の午後と2日目の午前中1時間にのみ実施され、現在

もCOSIAの重要な項目であるラーニングサイクルや

構成主義などを扱う主要セッションの一部を体験する

内容となっていた。現在の指導者養成研修と最も異な

る点は、指導者養成講座の参加者同士の活動の紹介や、

参加者同士によるアクティビティデザインの議論など

に多くの時間が割かれていたことである。指導者養成

講座の参加者は、大学教員とその大学と連携している

インフォーマルな学習施設の職員とのグループが主で

あり、より実践的な研修を行う意図が感じられた。指

導者用テキストは、2日目の午後に配布され、内容や

使用法に関する解説が行われた。

３．日本語版COSIAテキストの編纂

3－1.日本語版COSIAテキストの編纂方針

COSIAの講師用テキストは、カリフォルニア大学

との契約に基づき、海の自然史研究所が日本語版を編

纂することになった。COSIA講師用テキストの日本

語版編纂にあたっては、（1）原本の資料的価値を損な

わないように正確な翻訳を心がける、（2）教育学を専

門としない指導者たちが講座を開講する際に、文中に

出てくる専門用語についてできる限り詳しい説明がで

きるよう、訳注・脚注を加筆する、という2点の基本

方針を決定した。また、講師用ガイドブックの巻末に

は、日本語版の参考文献リストも作成することにした。

藤田喜久・都築章子・今宮則子・平井和也・クレッグ・ストラング・キャサリン・ハルバーセン・平賀伸夫

―320―

図2．COSIA指導者用テキストと指導者養成研修の様子．

A,COSIA指導者用テキスト;B,2006年に実施された指導者養成研修;

C,同，セッションの実施風景;D,同，ローレンス科学教育館の施設を利用した研修の様子．



3－2.日本語版COSIAテキストの編纂

日本語版 COSIAテキストの作成は、2008年 2月

から開始した。まずは、一次翻訳を行った。しかし、

同時期に英文のオリジナル教材の改訂がおこなわれた

ため、一次翻訳が終了したのは2010年8月であった。

一次翻訳終了後に本稿の著者らによって構成されるワー

キンググループを設置し、2010年9月23日～26日の

4日間にわたってCOSIAの各セッションを共に読み

進め、翻訳にあたっての問題点（用語の選択や脚注必

要箇所など）を議論・確認した。

特に議論された部分はテキスト中の「講師向け背景

情報」の項であった。前述したように、「講師向け背

景情報」は受講者にそのまま説明するためのものでは

なく、講師の手元資料として当該分野の先行研究がま

とめられたものである。その資料的価値は極めて高い

ものであるが、想定されている本テキストの利用者が、

（1）指導者養成研修を受けた海洋科学の専門家、と

（2）科学教育関連領域の専門家、であることを考慮す

ると、特に前者にとっては科学教育や教授学習理論等

にはなじみがないことが考えられ、この背景情報を理
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表3．COSIA指導者養成研修の内容（2010年6月7～9日に実施されたもの）

1日目

9:00 朝食（CoffeeandGoodies）をとりながらの研修導入

＊海洋リテラシーとCOSEEについて

＊COSIAおよび指導者養成研修の概要

10:30 休憩

10:45 セッション2：科学の本質と実践

12:30 昼食

13:30 セッション3：教授と学習

15:30 休憩

15:45 COSIAについての情報提供および議論

16:45 コメントカードの記入

17:00 夕食

2日目

8:30 1日目の振り返り、質疑応答

セッション5：知識を構成し理解を深める

10:30 休憩

10:45 指導者養成研修で扱わないセッションなどの概要

＊セッション4：アクティビティをデザインする

＊質問研究室（QUESTIONSLAB）

＊セッション9：教授における「物」の役割

＊評価と相互観察（ASSESSMENT&OBSERVATIONS）

11:40 本講座のその他の特色：

オンラインディスカッション（ウェブ掲示板）と事前課題について

12:00 昼食

13:00 セッション6：会話と質問

15:30 休憩

15:45 全体討議：

＊次のステップに向けた話し合い

＊現場に合わせた講座の導入

＊個別の大学で開講するにあたっての課題

17:00 コメントカードの記入

3日目

8:30 振り返り，質疑応答

8:45 セッション7：インクルーシブ（包括的）な学習環境

10:00 休憩

10:15 セッション8：探究する心、ディスカッションを進める

12:30 昼食と他のCOSIAネットワーク員との会合

14:00 終了



解することは困難であることが伺えた。そこで、講師

用ガイドブックの巻末には、各セッションの内容を理

解するために有用と思われる文献のリストも作成する

ことにした。一方、各セッションの「講師向け背景情

報」の訳文や訳語選択の妥当性も議論の対象となった。

そこで、ワーキンググループでの討議を経て二次翻訳

を行った後、各分野の専門家に監修を依頼し、内容を

検討していただいた。これらの用語および内容監修の

結果は、本テキストの本文の翻訳に反映させ、より正

確な用語の使用に努めた。

また、上記過程において、英文教材の不明箇所につ

いてはローレンス科学教育館のCOSIA開発担当スタッ

フに電子メールで質問を送信し、回答を日本語版に反

映させるようにした。ローレンス科学教育館スタッフ

とのやりとりは、のべ80回以上にも及び、その過程

でこちらからの質問によって、オリジナルのテキスト

が修正されるという事例もあった。

これらの編纂課程を経て、日本語版COSIAのテキ

ストは2011年6月29日に完成を見る事になった。海

の自然史研究所では、カリフォルニア大学との契約に

基づき、テキストの一般販売は行なわず、指導者養成

研修を受講した方々に配布する予定である。

4．国内での普及に向けた実践と今後の課題

4－1．国内でのCOSIAの実践例

これまで紹介してきたように、COSIAは全10セッ

ションから構成される講座であり、内容も科学論から

教育論まで幅広く、短時間で全体像を理解することは

容易ではない。また、各セッションを実施するために

は約3時間が必要となっているが、本講座の本来の対

象である大学での講義時間は1コマ90分であり、全

10回の講座をそのままの形で国内の大学等で実践す

ることも困難であることがうかがえる。

一方、日本においてCOSIAを普及させていく過程

では、各セッションを実際に受講者に対して試行し、

収集した意見を反映させる事も重要である。そこで、

海の自然史研究所では、COSIAの内容・構成・実施

時間などを考慮し、多様な受講者に向けた講座の実践

のあり方を模索した。以下にその3例を挙げる。

1）実践例1：3日間ワークショップ

このワークショップは、ローレンス科学教育

館が実施しているCOSIA指導者養成研修を参

考にしたもので、2011年5月27～29日の3日

間でCOSIAの全10セッションを俯瞰する内

容にした。また、COSIAでは、実際の博物館

や科学館の施設を利用して実施されるセッショ

ンも含まれるため、愛知県蒲郡市生命の海科学

館の協力を得てワークショップを開催した。実

施内容としては、まずCOSIAの概要について

解説し、その後、各セッションの内容や進行手

順を説明し、核になるべきアクティビティを実

践する方式をとった。本ワークショップの受講

対象は、科学コミュニケーションや海洋科学教

育に関心のある一般の人々とした。本ワークショッ

プは延べ27名が受講したが、その大部分は、

先行して国内導入が進められている「MARE」

の受講経験者であった。

2）実践例2：各セッションを単独あるいは組み合

わせて実施する

COSIAは全 10のセッションから構成され

るが、個々のセッションを抽出して、講座の目

的や時間に合わせて変更を加えて実践すること

もCOSIAの国内展開の方法として考えられる。

そこで、滋賀大学、三重大学、科学イベント

（サイエンスアゴラ 2010）において、COSIA

のセッションを単独あるいは組み合わせて実践

する試みを行なった。

滋賀大学における試行は、2010年7月21日

に実施された。「中等理科教育法 I」の講義の

中で教育学部の学部生23名および大学院生の

科目履修生2名の計 25名を対象に、セッショ

ン2（科学の本質と実践）の一部を実施した。

三重大学における試行は、同大の教員免許状

更新講習として2010年10月2日に行なわれた。

セッション2（科学の本質と実践）とセッショ

ン3（教授と学習）を実施した。受講者は、三

重県内の小学校教諭5名、中学校理科教諭9名、

高校理科（生物）教諭2名の計16名であった。

科学イベント（サイエンスアゴラ 2010）に

おける試行は、2010年11月19日～21日に東

京の国際研究交流村にて開催された。与えられ

た1時間30分の時間で、大学教員、博物館職

員、サイエンスライター計 10名を対象に、

COSIA セッション2（科学の本質と実践）を

行なった。

3）実践例3：各セッションの内容の一部を抜粋し、

再編成して「人材養成講座」として実践する。

2011年6月22～23日に、かごしま水族館に

おいて、COSIAのセッション3、5、6、8、9

から重要部分を抜粋し、「来館者向け学習企画

に科学の学びの要素を増やすための方策と一般

市民との有効なコミュニケーションスキルの向

上」に焦点を絞った計 11時間の講座を実施し

た。受講者は、、水族館職員延べ28名、科学・

環境教育の実践者と小学校教諭13名の計41名
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であった。

4－2．COSIAの有用性と今後の課題

今回の試行によって、COSIAの各セッションは、

実施対象に応じて単一のセッションのみを実施したり、

複数のセッションを組み合わせて実施したりすること

が可能であることが確かめられた。また、COSIAは

本来、大学や大学院の学生向けの講義としての実施を

想定したものであるが、今回の試行によって、学生や

学校教員だけでなく、水族館・博物館スタッフや、在

野で活躍するエデュケーターや科学コミュニケーター

などの多様な主体を対象として講座を開講することが

可能であることが分かった。

水族館や博物館スタッフへのCOSIAの実践結果か

らは、COSIAで学んだ内容が今後の業務にすぐ役立

てられ、また今までの学習企画を見直すこともできる

という極めて好意的なコメントが寄せられており、こ

れらのインフォーマルな学習の場におけるスタッフの

スキルアップにとってCOSIAが有効であることが分

かった。また、現在国内にて普及している科学教育・

環境教育プログラムは、専門的な教育学的知識を持た

ないエデュケーターによって運営・実践されているこ

とが多い。近年、科学コミュニケーションや社会教育

施設や野外教育やメディアなどを含む、インフォーマ

ルな教育の重要性が指摘されているが（Stocklmayer

etal.,2010）、インフォーマルな教育が期待される役

割を果たすためには、そうした教育に関わる人々への

教育も重要なものとなろう。その際に、体系的に教育

理論を学ぶことのできるCOSIAは極めて有用である

と考えられる。今回の試行では、各セッションの内容

の一部を抜粋し、受講者側のニーズに答える形で再編

成して講座を開講したが（実践例3を参照）、時間的

制限の多いインフォーマルエデュケーターを対象にし

てCOSIAを効果的に普及展開するためには、この様

な手法が有効であると思われる。

一方で、COSIA本来の対象である海洋学を専攻す

る大学生および大学院生について、全10セッション

を実施するための足掛かりは未だ乏しく、今後の重要

な課題であると言える。国内では、海洋学に関わる講

座は生物、水産、工学、理学など幅広い分野で開講さ

れており、海洋科学関連分野を専攻する学生は多数い

る。また、現在、東京大学の「東京大学海洋アライア

ンス 海洋教育促進研究センター」や東京海洋大学の

「水圏環境リテラシープログラム」などを中心として、

海洋リテラシーを向上させるための教育も推進されつ

つある（佐々木,2011）。一方、米国においては、

COSIAを開講あるいは一部活用している大学はすで

に28校に及ぶ。また、COSIAは、ローレンス科学

教育館のスタッフ、研究者、他大学の教員、インフォー

マルエデュケーターらによる「COSIANetwork」の

連携プロジェクトとして現在も各地で実践が行われる

とともに、そうした実践をふまえた議論やテキストの

改訂が継続している「生きた講座」である。さらに、

近年では、太平洋域の海に関する伝統知識を伝えよう

とするハワイ大学のプロジェクト「POLYPPS」と連

携して、「COS」の内容に変更を加えた「COS-TK（

CommunicatingOceanSciences-TraditionalKnowledge）」

も開発されており、「COS」が他の研究・教育機関に

よって、利用者の要望に応えた形に発展することも示

されている。このような視点で、我が国の海洋教育プ

ログラムの発展のあり方を考えた際、国内の各研究・

教育機関が、それぞれ独自に新規のカリキュラム開発

を行なうことももちろん重要ではあるが、先行して開

発・実践・普及が進められているCOSIAの様な講座

を導入し、「COSIANetwork」の一員として、日本の

教育事情に即したCOSIAとして共に発展させていく

という発想もありうるのではないかと思われる。
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